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「
往
古
奥
州
道
」
と
「
押
立
堤
」
に
つ
い
て

秦
野

秀
明

は
じ
め
に

福
井
猷
貞
が
著
し
た
『
越
ヶ
谷
瓜
の
蔓
』(

以
下
『
瓜
の
蔓
』
と
略
す)

(

1)

と
『
大
沢
猫
の
爪
』(

以
下
『
猫
の
爪
』
と
略
す)

(

2)

は
、
そ
れ
ぞ

れ
文
化
年
間(

一
八
〇
四
～
一
八
一
八)
よ
り
文
政
五
年(

一
八
二
二)

に
至

る
ま
で
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る(
3)

。
そ
の
『
瓜
の
蔓
』
に
は
、

往
古
の
「
奥
州
道
」
の
経
路
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
史
料
一
」

往
古
奥
州
道
、
千
代
田
御
城
下
ヨ
リ
千
住
秋
屋
の
里
、
大
原

通
、
八
条
堤
通
、
南
百
角
ヨ
リ
西
方
、
中
町
横
町
ヨ
リ
元
荒
川

渡
り
押
立
堤
通
り
、
大
里
古
往
還
間
久
里
粕
壁
橋
手
前
ヨ
リ

百
間
通
り
幸
手
入
、
御
成
道
迄
川
付
堤
通
り
往
還
ニ
而
有

之
由
、
又
一
筋
ハ
千
住
ヨ
リ
舎
人
道
・
鳩
谷
・
大
門
・
岩
付
・

上
高
野
台
通
り
も
有
之
由
、
い
ず
れ
往
古
之
義
不
相
分
候

へ
共
御
入
国
後
も
千
住
ヨ
リ
八
条
通
南
百
西
方
中
町
横
丁
へ

通
り
来
候
、
日
光
山

御
遷
葬
之
後
千
住
ヨ
リ
中
町
橋
迄
之

道
筋
ニ
相
成
申
候
、(

4)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

「
史
料
一
」
に
お
け
る
「
八
条
堤
通
、
南
百
角
ヨ
リ
西
方
、
中
町
横
町

ヨ
リ
元
荒
川
渡
り
押
立
堤
通
り
、
大
里
古
往
還
間
久
里
」
の
記
載
が
、
現

在
の
越
谷
市
の
市
域
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
「
押
立
堤
」

の
所
在
地
が
不
明
で
あ
り
、
さ
ら
に｢

中
町
横
町
」
よ
り｢

元
荒
川｣

を
渡
り

「
押
立
堤
」
へ
と
至
る
経
路
も
ま
た
不
明
で
あ
る
。

ゆ
え
に
本
稿
で
は
、
①
「
押
立
堤
」
の
所
在
地
、
②
「
押
立
堤
」
へ
と

至
る
往
古
の
「
奥
州
道
」
の
経
路
、
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。
た
だ
し

本
稿
で
は
、「
史
料
一
」
に
記
載
さ
れ
た
経
路
が
実
際
に
往
古
の
「
奥
州
道
」

で
あ
っ
た
か
否
か
は
問
わ
な
い
。

一

「
押
立
堤
通
り
」
の
表
記

「
史
料
一
」
に
お
け
る
「
通
」
及
び
「
通
り
」
の
記
載
を
書
き
出
す
と
、

次
の
七
点
で
あ
る
。

①
「
大
原(

だ
い
ば
ら)

通
」

②
「
八
条
堤
通
」

③
「
中
町
横
町
ヨ
リ
元
荒
川
渡
り
押
立
堤
通
り
」

④
「
粕
壁
橋
手
前
ヨ
リ
百
間(

も
ん
ま)

通
り
」

⑤
「
御
成
道
迄
川
付
堤
通
り
」

⑥
「
千
住
ヨ
リ
舎
人
道
・
鳩
谷
・
大
門
・
岩
付
・
上
高
野
台
通
り
」

⑦
「
千
住
ヨ
リ
八
条
通
南
百
西
方
中
町
横
丁
へ
通
り
」

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
・
振
り
仮
名
筆
者)

こ
れ
ら
七
点
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
判
明
す
る
。

①
「
大
原
通
」
の
前
に
「
○
○
ヨ
リ
」
が
付
か
な
い
た
め
、「
大
原
通
」
と

い
う
固
有
名
詞
の
表
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

②
「
八
条
堤
通
」
の
前
に
「
○
○
ヨ
リ
」
が
付
か
な
い
た
め
、「
八
条
堤
通
」

と
い
う
固
有
名
詞
の
表
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

③
「
押
立
堤
通
り
」
の
前
に
「
中
町
横
町
ヨ
リ
」
が
付
く
た
め
、「
押
立
堤

を
通
り
」
と
い
う
意
味
の
表
記
で
あ
る
。

④
「
百
間
通
り
」
の
前
に
「
粕
壁
橋
手
前
ヨ
リ
」
が
付
く
た
め
、「
百
間
を

通
り
」
と
い
う
意
味
の
表
記
で
あ
る
。



- 2 -

⑤
「
川
付
堤
通
り
」
の
前
に
「
御
成
道
迄
」
が
付
く
た
め
、「
川
付
堤
を
通

り
」
と
い
う
意
味
の
表
記
で
あ
る
。

⑥
「
上
高
野
台
通
り
」
の
前
に
「
千
住
ヨ
リ
」
が
付
く
た
め
、「
上
高
野
台

を
通
り
」
と
い
う
意
味
の
表
記
で
あ
る
。

⑦
「
八
条
通
」
の
前
に
「
千
住
ヨ
リ
」
が
付
く
が
、「
八
条
通
」
を
含
む
「
八

条
通
南
百
西
方
中
町
横
丁
を
通
り
」
と
い
う
意
味
の
表
記
で
あ
る
た
め

と
、
②
の
「
八
条
堤
通
」
と
⑦
の
「
八
条
通
」
は
同
一
の
た
め
、「
八
条

通
」
と
い
う
固
有
名
詞
の
表
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

ゆ
え
に
「
押
立
堤
通
り
」
の
表
記
は
、「
押
立
堤
通
り
」
と
い
う
固
有
名

詞
で
は
な
く
、
「
押
立
堤
を
通
り
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

二

「
押
立
堤
」
の
所
在
地

は
じ
め
に
、
「
押
立
堤
」
の
あ
っ
た
「
押
立
」
と
、
「
押
立
堤
」
そ
の
も

の
所
在
地
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

『
猫
の
爪
』
に
は
、
「
押
立
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
史
料
二
」

一

上
外
レ
大
房
村
境
を
さ
し
て
押
立
と
云
、
高
橋
仁
右
衛
門
屋
敷
辺
田

端
と
い
ひ
、
上
ノ
土
橋
辺
茶
屋
前
と
い
ふ
、(

5)

(

太
字
筆
者)

ま
た
、『
猫
の
爪
』
に
は
、
ど
ち
ら
の
方
角
を
「
上
」
と
す
る
の
か
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
史
料
三
」

〔
前
略
〕
東
照
宮
様
御
遷
宮
之
時
ヨ
リ
日
光
方
を
上
と
称
来
候
事
、

〔
後
略
〕(

6)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

「
史
料
二
」
、「
史
料
三
」
の
記
載
に
よ
り
、
以
下
の
こ
と
が
判
明
す
る
。

①
「
上
外
レ
大
房
村
境
」
の
「
上
」
と
は
、「
大
沢
町
」
の
「
日
光
」
方
向

に
あ
っ
た
「
大
沢
町
・
上
宿
（
上
組
）
」(

7)

を
指
し
、
そ
の
外
れ
に
あ

っ
た
「
大
沢
町
」
と
「
大
房
村
」
の
境
界
を
指
し
て
、「
押
立
」
と
云
っ

て
い
た
。

②
「
高
橋
仁
右
衛
門
屋
敷
」(

8)

の
辺
り
を
、
「
田
端
」
と
云
っ
て
い
た
。

③
「
上
ノ
土
橋
」(

9)

の
辺
り
を
、
「
茶
屋
前
」
と
云
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、『
猫
の
爪
』
に
描
か
れ
た
「
屋
敷
割
絵
図
」(

10)

に
よ
り
、
以

下
の
こ
と
が
判
明
す
る
。

①
ｂ
「
大
沢
町
・
上
宿
（
上
組
）
」
は
、
現
在
の
越
谷
市
大
沢
三
丁
目
で
あ

り
、「
押
立
」
と
云
わ
れ
た
「
大
沢
町
」
と
「
大
房
村
」
の
境
界
は
「
大

沢
町
・
辻
」(

11)

に
あ
り
、
現
在
の
大
沢
三
丁
目
の
「
北
端
」
で
あ

る
。

②
ｂ
「
田
端
」
と
云
わ
れ
た
「
高
橋
仁
右
衛
門
屋
敷
」
の
辺
り
は
、「
大
沢

町
・
上
宿
（
上
組
）
」
に
あ
り
、
現
在
の
大
沢
三
丁
目
で
あ
る
。

③
ｂ
「
茶
屋
前
」
と
云
わ
れ
た
「
上
ノ
土
橋
」
の
辺
り
は
、「
大
沢
町
・
辻
」

に
あ
り
、
現
在
の
大
沢
三
丁
目
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
五
月
の
住
居
表
示
の
変
更
以
前
は
、
現
在

の
越
谷
市
北
越
谷
三
丁
目
、
四
丁
目
、
五
丁
目
に
相
当
す
る
地
域
を
、
越

谷
市
大
字
大
房
と
称
し
て
お
り(

12)

、
そ
の
大
字
大
房
に
は
、
次
の
よ
う

な
「
村
組
」
が
存
在
し
て
い
た(

13)

。

①
北
越
谷
三
丁
目
に
相
当
す
る
地
域
に
、
「(

大
房)

中
島
組
」

②
北
越
谷
四
丁
目
に
相
当
す
る
地
域
に
、｢

上
組(

別
名
を
本
村
組)

｣

③
北
越
谷
五
丁
目
に
相
当
す
る
地
域
に
、
「
押
立
組
」(

14)

及
び
「
畷
組
」

「
押
立
」
と
云
わ
れ
た
「
大
沢
町
・
上
宿
（
上
組
）
」
の
外
れ
で
あ
る
「
大

沢
町
・
辻
」
の
あ
っ
た
大
沢
三
丁
目
と
、「
押
立
組
」
の
あ
っ
た
北
越
谷
五

丁
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
沢
三
丁
目
の
「
北
端
」
付
近
と
、
北
越
谷
五
丁
目

の
「
南
端
」
付
近
で
境
界
を
接
し
て
お
り
、
北
越
谷
五
丁
目
の
「
西
端
」

に
は
、「
元
荒
川
」
左
岸
の
堤
防
が
「
東
側
」
に
湾
曲
し
な
が
ら
続
い
て
い

る
。
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「図①―a」

「明治前期測量 二万分の一 フランス式彩色地図

― 第一軍管地方二万分一迅速測図 ―

埼玉県武蔵国南埼玉郡越ヶ谷駅及大沢町近傍村落」

に加筆して部分的に転載

「図①―b」同上
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以
上
の
考
察
の
結
果
に
よ
り
、｢

史
料
一｣

に
記
載
さ
れ
た
「
押
立
堤
」

は
、
現
在
の
北
越
谷
五
丁
目
の
「
西
端
」
に
、「
東
側
」
に
湾
曲
し
な
が
ら

続
く
「
元
荒
川
」
左
岸
の
堤
防
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

三

「
押
立
堤
」
へ
と
至
る
往
古
の
「
奥
州
道
」
の
経
路

次
に
、「
押
立
堤
」
へ
と
至
る
往
古
の
「
奥
州
道
」
の
経
路
に
つ
い
て
考

察
を
進
め
る
。

往
古
の
「
奥
州
道
」
の
経
路
に
つ
い
て
は
、「
史
料
一
」
に
お
け
る
「
八

条
堤
通
、
南
百
角
ヨ
リ
西
方
、
中
町
横
町
」
ま
で
と
同
様
に
、
「
元
荒
川
」

の
「
自
然
堤
防
」
上
に
存
在
し
た
と
仮
定
す
る
が
、
そ
の
前
に
「
押
立
堤
」

の
所
在
地
で
あ
っ
た
現
在
の
北
越
谷
地
区
に
存
在
す
る
「
河
畔
砂
丘
」
に

つ
い
て
の
説
明
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
筆
者
の
見
解
を
述
べ
る
。

平
社
定
夫
氏
・
佐
藤
和
平
氏(

一
九
九
三)
は
、
『
中
川
水
系

Ⅰ
総
論

Ⅱ
自
然
』
に
お
い
て
、「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

大
林
河
畔
砂
丘
の
一
つ
南
側
の
蛇
行
部
、
越
谷
市
北
越
谷
に
二
列
の

河
畔
砂
丘
が
発
達
す
る
。
い
ず
れ
も
ゆ
る
く
湾
曲
し
た
平
面
形
態
を

示
し
、
北
か
ら
南
へ
の
び
る
。
Ⅰ
は
浄
光
寺
を
の
せ
長
さ
五
八
〇
ｍ
、

幅
七
五
ｍ
で
あ
り
、
Ⅱ
は
北
越
谷
小
学
校
の
東
の
住
宅
地
を
の
せ
長

さ
三
五
〇
ｍ
、
幅
五
〇
ｍ
で
あ
る
。
低
地
と
の
比
高
は
、
二
ｍ
前
後

で
あ
る
。(

15)

(

太
字
・
漢
数
字
筆
者)

ま
た
両
氏
は
、
北
越
谷
地
区
に
「
二
列
」
存
在
す
る
「
北
越
谷
河
畔
砂

丘
」
を
含
ん
だ
「
河
畔
砂
丘
」
の
分
布
に
つ
い
て
「
か
つ
て
の
利
根
川
と

考
え
ら
れ
る
流
路(

流
路
跡)

沿
い
だ
け
に
発
達
し
」(

16)

と
述
べ
、
さ
ら

に
両
氏
は
、
多
田
文
男
氏(

一
九
四
七)

に
よ
る
「
河
畔
砂
丘
」
の
形
成
に

関
す
る
原
理
を
紹
介
し
て
、「
利
根
川
中
流
部
は
砂
の
供
給
が
よ
く
、
砂
の

移
動
が
容
易
で
、
蛇
行
の
袂
状(

け
つ
じ
ょ
う)

部
の
風
下
側(

東
側
あ
る
い

は
南
側)

に
出
来
や
す
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
」(

17)

と
述
べ
て
い
る
。

筆
者
は
平
社
氏
・
佐
藤
氏
、
多
田
氏
の
論
考
を
基
に
、
拙
稿
「
越
谷
市

内
を
流
れ
る
元
荒
川
は
元
・
利
根
川
だ
っ
た
」(

18)

に
お
い
て
、
次
の
よ

う
に
結
論
付
け
た
。

①
「
河
畔
砂
丘
」
は
「
利
根
川
」
の
流
路
の
「
東
側
」
及
び
「
南
側
」
に

出
来
や
す
い
と
い
う
原
理
に
よ
り
、
昭
和
二
二
年(

一
九
四
七)

に
撮
影

さ
れ
た
北
越
谷
地
区
の
空
中
写
真(

19)

に
お
い
て
、
現
在
あ
る
「
北
越

谷
小
学
校
」
の
位
置
よ
り
「
東
側
」
に
読
み
取
っ
た
数
筋
の
流
路
跡
の

す
べ
て
は
、
「
元
・
利
根
川
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
今
は
な
き
「
大
沢
浅
間
神
社
」(

20)

の
小
丘
や
「
大
沢
七
つ
池
」(

21)

が
形
成
さ
れ
た
時
期
も
、「
元
・
利
根
川
」
で
あ
っ
た
頃
で
あ
り
、
長
元

七
年(

一
〇
三
四)

に
勧
請
さ
れ
た
と
い
う
「
大
沢
浅
間
神
社
」
の
伝
承

(

22)

も
、「
元
・
利
根
川
」
の
流
路
跡
の
時
期
を
推
定
す
る
材
料
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

③
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
に
、
北
越
谷
地
区
の
対
岸
で
あ
る
南
荻
島

地
区
の
「
元
荒
川
」
の
川
底
か
ら
、
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
よ
り
明

応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
至
る
ま
で
の
板
碑
群
が
引
き
上
げ
ら
れ
た(

23)

が
、
北
越
谷
地
区
に
お
け
る
「
元
・
利
根
川
」
の
流
路
は
、「
河
畔
砂
丘
」

の
形
成
の
過
程
に
よ
り
「
東
」
か
ら
「
西
」
へ
移
動
し
て
い
る
た
め
に
、

最
後
に
板
碑
の
建
て
ら
れ
た
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
以
降
に
、
現
在

の
「
元
荒
川
」
の
位
置
に
流
路
が
定
ま
り
、
板
碑
群
が
川
底
に
没
し
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
説
明
と
結
論
を
踏
ま
て
、
現
在
の
「
元
荒
川
」
の
前
身
と
な
る

「
元
・
利
根
川
」
左
岸
跡
の
「
自
然
堤
防
」
上
を
経
由
す
る
、
次
の
「
二

通
り
」
の
経
路
を
仮
定
す
る
。

①
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
以
前
に
形
成
さ
れ
た
「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅰ
」

を
含
む
「
元
・
利
根
川
」
左
岸
跡
の
「
自
然
堤
防
」
上
を
進
む
経
路
。
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「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅰ
」
は
、「
浄
光
寺
」(

北
越
谷
四
丁
目
八
番
五
号)

(
24)

を
の
せ
る
。

②
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
以
前
に
、「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅰ
」
の
「
西
側
」

に
新
た
に
形
成
さ
れ
た
「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅱ
」
を
含
む
「
元
・
利
根

川
」
左
岸
跡
の
「
自
然
堤
防
」
上
を
進
む
経
路
。「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅱ
」

は
、「
北
越
谷
小
学
校
」(

北
越
谷
三
丁
目
十
番
三
八
号)

の
東
の
住
宅
地

を
の
せ
る
。
こ
の
経
路
は
、「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅰ
」
が
形
成
さ
れ
た
当

時
の
「
元
・
利
根
川
」
右
岸
跡
の
「
自
然
堤
防
」
上
と
重
複
し
て
い
る

部
分
が
多
い
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
北
越
谷
地
区
に
存
在
す
る
現
在
の
「
元
荒
川
」
左
岸
の
堤
防
を
、

明
治
十
三
年(

一
八
八
〇)

に
、
陸
軍
・
参
謀
本
部
に
よ
り
測
量
さ
れ
た
「
明

治
前
期
測
量

二
万
分
の
一

フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
地
図
―
第
一
軍
管
地
方

二
万
分
一
迅
速
測
図
―

埼
玉
県
武
蔵
国
南
埼
玉
郡
越
ヶ
谷
駅
及
大
沢
町

近
傍
村
落
」(

以
下
「
迅
速
測
図
」
と
略
す)
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、「
大

房
稲
荷
神
社
」(

北
越
谷
四
丁
目
十
二
番
三
号)
(
25)
付
近
よ
り
「
日
光
道

中(

現
・
埼
玉
県
道
三
二
五
号
大
野
島
越
谷
線)

」
へ
と
、
地
図
上
で
は
「
茶

色
」
の
「
堤
塘(

て
い
と
う)

」(

26)

の
記
号
が
描
か
れ
て
い
る
の
み
で
、

道
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
在
の
北
越
谷
地
区
で
も
同
様
で
あ
る

が
、「
元
荒
川
」
が
上
流
よ
り
下
流
へ
と
「
西
側
」
に
湾
曲
し
な
が
ら
蛇
行

し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、「
東
側
」
の
左
岸
の
堤
防
が
「
元
荒
川
」
の
「
水

流(

水
面)

」
に
接
近
し
す
ぎ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
大
房
稲
荷
神
社
」
付

近
よ
り
「
日
光
道
中
」
へ
と
続
く
、
「
元
荒
川
」
左
岸
の
堤
防
は
、
「
自
然

堤
防
」
で
は
有
り
得
ず
、
近
世
以
降
に
人
工
的
に
造
ら
れ
た
「
堤
防
」
で

あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
上
に
往
古
の
「
奥
州
道
」
が
通

っ
て
い
た
可
能
性
は
皆
無
で
あ
る
。

次
に
、
仮
定
し
た
「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅰ
」
を
通
る
「
①
の
経
路
」
、
及

び
「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅱ
」
を
通
る
「
②
の
経
路
」
が
、
過
去
に
存
在
し

た
か
否
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、「
迅
速
測
図
」
を
確
認
す
る
と
、「
図
①
」

(

二
九
頁)

に
記
し
た
よ
う
に
、
「
①
ｂ
の
経
路
」
、
及
び
「
②
ｂ
の
経
路
」

が
設
定
で
き
た
。

四

「
元
荒
川
大
堤
通
」
、
古
名
「
高
畑
皿
沼
堤
上
通
」

ま
ず
、「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅱ
」
を
通
る
「
②
ｂ
の
経
路
」
に
つ
い
て
考

察
を
進
め
る
。

『
猫
の
爪
』
に
は
、「
元
荒
川
」
の
堤
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が

あ
る
。

「
史
料
四
」

一

当
町
之
義
元
和
之
頃
ハ
元
荒
川
大
堤
通
今
云
新
田
耕
地
、
古

名
高
畑
皿
沼
堤
上
通
、
其
外
放
れ
ゝ
住
居
致
居
候
所
、〔
後
略
〕(

27)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

「
史
料
四
」
の
記
載
に
よ
り
、
文
化
年
間(

一
八
〇
四
～
一
八
一
八)

よ

り
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
至
る
当
時
に
、「
大
沢
町
・
新
田
」(

28)

地

区
に
あ
っ
た
「
元
荒
川
大
堤
通
」
の
古
名
は
「
高
畑
皿
沼
堤
上
通
」
と
云

い
、
そ
の
古
名
か
ら
推
定
す
れ
ば
古
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
当
時
に
は
、「
大

沢
町
・
新
田
」
内
の
「
高
畑
組
」(

29)

地
区
と
、「
大
沢
町
・
皿
沼
」(

30)

地
区
を
結
ぶ
堤
の
上
の
「
通(

と
お
り)

」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

ま
た
、
『
猫
の
爪
』
に
は
、
「
元
荒
川
大
堤
通
」
の
古
名
で
あ
る
「
高
畑

皿
沼
堤
上
通
」
に
関
係
す
る
「
大
沢
町
・
堤
外
」(

31)

の
地
名
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
史
料
五
」

一

堤
外
ハ
皿
沼
大
堤
之
外
今
い
ふ
堤
の
内
通
也
、
古
名
ゆ
へ
堤

外
と
い
ふ
、(

32)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

天
保
十
一
年(
一
八
四
〇)

に
、
江
澤
昭
融
が
著
し
た
『
大
澤
町
古
馬
筥
』

(

以
下
『
古
馬
筥
』
と
略
す)

に
も
、「
堤
外
」
の
地
名
に
つ
い
て
、
次
の
よ
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う
な
記
載
が
あ
る
。

「
史
料
六
」

四
六

○
同
堤
外
耕
地

一

皿
沼
に
続
し
耕
地
な
り
、
む
か
し
仙
間
宮
の
あ
た
り
ニ
堤
あ

り
し
と
見
え
た
り
、
其
堤
の
外
な
る
故
名
付
し
や
、
〔
後
略
〕(

33)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

「
史
料
五
」
、「
史
料
六
」
の
記
載
に
よ
り
、「
堤
外
」
の
地
名
の
基
準
と

な
る
「
堤
」
は
、「
元
荒
川
大
堤
通
」
の
「
古
名
」
で
あ
る
「
高
畑
皿
沼
堤

上
通
」
の
当
時
に
は
、
現
在
の
「
元
荒
川
」
の
流
路
よ
り
か
な
り
離
れ
た

位
置
に
あ
っ
た｢

大
沢
町
・
皿
沼｣
の
「
仙
間
宮(

大
沢
浅
間
神
社)

」
付
近

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

ゆ
え
に
、「
高
畑
皿
沼
堤
上
通
」
は
「
元
・
利
根
川
」
右
岸
跡
の
「
自
然

堤
防
」
上
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
の
、「
迅
速
測
図
」
を
基
に
「
北

越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅱ
」
を
通
る
「
②
の
経
路
」
と
し
て
設
定
し
た
「
②
ｂ
の

経
路
」
と
は
全
く
異
な
る
経
路
で
あ
り
、「
迅
速
測
図
」
に
お
い
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅱ
」
を
通
る
「
②
の
経
路
」

は
、
往
古
の
「
奥
州
道
」
と
し
て
は
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

五

「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」

次
に
、「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅰ
」
を
通
る
「
①
ｂ
の
経
路
」
に
つ
い
て
考

察
を
進
め
る
。

『
猫
の
爪
』
に
描
か
れ
た
「
屋
敷
割
絵
図
」
に
よ
る
と
、「
大
沢
町
・
上

宿
（
上
組
）
」
に
お
い
て
、
「
日
光
道
中
」
の
「
西
側
」
に
並
ぶ
屋
敷
で
、

且
つ
「
日
光
」
方
向
の
「
鈴
木
重
左
衛
門
屋
敷
」(

34)

と
、「
江
戸
」
方
向

の
「
大
木
弥
市
屋
鋪(

マ
マ)

」(

35)

の
間
に
、
「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」

(

36)

が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
「
道
」
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、『
猫
の

爪
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
史
料
七
」

一

野
道
之
義
、
古
来
ヨ
リ
菩
提
所
通
路
之
道
ゆ
へ
浄
光
寺
と
唱
ふ
、

又
此
道
付
畑
等
ニ
当
山
修
験
道
之
者
多
居
住
す
ゆ
へ
に
山
伏

長
屋
と
も
云
、(

37)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

『
古
馬
筥
』
に
も
、
そ
の
「
道
」
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
。

「
史
料
八
」

七
九

○
ビ
ク
ニ
長
家

一

ひ
く
に
長
屋
と
い
ふ
ハ
上
宿
也
、
大
房
村
浄
光
新
道
竜
宝
院

と
い
ふ
、
当
山
修
検(

マ
マ)

の
近
所
也
と
い
ふ
、
此
辺
ニ
山
伏
の
家

弐
三
軒
并
尼
法
師
の
類
多
く
居
住
せ
し
、
故
名
付
し
と
云
、
今

ハ
唱
ふ
る
人
な
し
、
〔
後
略
〕(

38)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

「
史
料
七
」
、「
史
料
八
」
の
記
載
に
よ
り
、「
①
ｂ
の
経
路
」
の
大
半
は
、

「
大
沢
町
・
上
宿
（
上
組
）
」
の
「
日
光
道
中
」
よ
り
「
大
房
村
」
の
「
浄

光
寺
」
方
面
へ
と
向
か
う
主
要
道
で
あ
り
、
そ
の
道
の
付
近
に
は
「
当
山

派
修
験
道
」
の
山
伏
が
居
住
し
て
お
り
、「
山
伏
長
屋
」
や
「
ビ
ク
ニ
長
家

(

ひ
く
に
長
屋)

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ち
な
み
に
現
在

も
、
「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」
で
あ
っ
た

道
沿
い
に
、
か
つ
て
の
「
覚
宝
院(

竜
宝
院)

」(

39)

で
あ
っ
た
お
宅
が
存

在
す
る
。

「
大
沢
町
」
内
の
「
日
光
道
中
」
沿
い
に
あ
っ
た
「
大
沢
町
・
下
宿
（
下

組
）
」
よ
り
「
大
沢
町
・
上
宿
（
上
組
）
」
へ
と
続
く
土
地
で
、
最
も
標
高

が
高
い
場
所
の
ひ
と
つ
が
、
「
大
沢
町
・
上
宿
（
上
組
）
」
の
「
鈴
木
重
左

衛
門
屋
敷
」
と
「
大
木
弥
市
屋
鋪(

マ
マ)

」
の
土
地
で
あ
る
。
そ
の
土
地

は
、
江
戸
時
代
後
期
よ
り
大
正
時
代
ま
で
「
か
し
わ
や
」
が
両
方
と
も
所

有
し
て
い
た(

40)
。
現
在
も
、「
鈴
木
重
左
衛
門
屋
敷
」
の
土
地
で
あ
っ
た
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部
分
で
「
日
光
道
中
」
に
面
し
た
一
部
分
は
、「
か
し
わ
や
」
の
子
孫
が
土

地
を
所
有
し
、
「
か
し
わ
や
秦
野
薬
局
」
を
経
営
し
て
い
る
。

そ
の
店
主
の
方(

昭
和
十
六
年(

一
九
四
一)

生
ま
れ)

が
、
六
歳
の
時
で

あ
っ
た
昭
和
二
二
年(

一
九
四
七)

九
月
十
七
日
に
、
「
カ
ス
リ
ー
ン

(
K
a
t
h
l
e
e
n
)

台
風
」
に
よ
る
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
、
現
在
の
越
谷
市
内

で
も
発
生
し
て
い
た
。
店
主
の
方
の
証
言
に
よ
れ
ば
、「
日
光
道
中
」
沿
い

の
商
店
街
を
含
む
「
大
沢
町
」
内
の
ほ
と
ん
ど
が
浸
水
し
て
し
ま
っ
た
に

も
係
わ
ら
ず
、
現
在
「
か
し
わ
や
秦
野
薬
局
」
の
あ
る
と
こ
ろ
に
建
っ
て

い
た
「
蔵
」
や
、「
蔵
」
の
西
南
西
に
建
っ
て
い
た
「
母
屋
」
は
全
く
浸
水

被
害
が
無
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
話
か
ら
も
、「
鈴
木
重
左
衛
門
屋
敷
」
付
近
の
「
大
房
道

辻
皿
沼

野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」
は
、
「
北
越
谷
河
畔
砂
丘
Ⅰ
」
よ
り

続
く
「
元
・
利
根
川
」
左
岸
跡
の
「
自
然
堤
防
」
上
の
道
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
自
然
堤
防
」
を
「
日
光
道
中
」

を
越
え
て
東
に
延
長
す
れ
ば
、
寛
永
年
間(

一
六
二
四
～
一
六
四
四)

以
前

に
遷
座
し
た
と
伝
わ
る
「
大
沢
町
」
の
鎮
守
で
あ
る
「
大
沢
香
取
神
社
」

(

41)

が
祀
ら
れ
お
り
、
遷
座
す
る
場
所
と
し
て
「
自
然
堤
防
」
上
の
微
高

地
は
最
適
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
自
然
堤
防
」
を
さ
ら
に
南
東
に

延
長
す
れ
ば
、
「
大
沢
香
取
神
社
」
の
別
当
で
あ
っ
た
「
光
明
院
」(

42)

が
あ
る
。
こ
の
「
光
明
院
」
に
は
か
つ
て
「
薬
師
堂
」
が
あ
り
、『
猫
の
爪
』

に
は
、「
光
明
院
」
附
属
の
「
薬
師
堂
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が

あ
る
。

「
史
料
九
」

〔
前
略
〕

附
薬
師
堂
之
義
大
房
押
入
之
薬
師
を
移
候
哉
、
中
古
ヨ
リ
境
内

ニ
一
宇
有
之
候
、(

43)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

『
古
馬
筥
』
に
も
、「
光
明
院
」
の
「
薬
師
堂
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
記
載
が
あ
る
。

「
史
料
十
」

廿
六

○
光
明
院

〔
前
略
〕
享
保
十
一
午
年
十
一
月
寺
社
門
前
境
内
除
地
書
上

ニ
山
号
無
之
与
あ
り
、
い
つ
の
頃
ヨ
リ
山
号
寺
号
を
名
付
し
や

右
同
断
書
上
ニ
薬
師
堂
弐
間
ニ
弐
間
と
あ
り
、
尤
古
来
ヨ
リ
有

来
り
ニ
て
堂
守
差
置
申
候
由
書
上
有
之
候
、
〔
後
略
〕(

44)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

「
史
料
九
」
、「
史
料
十
」
の
記
載
に
よ
り
、「
光
明
院
」
附
属
の
「
薬
師

堂
」
は
、
享
保
十
一
年(

一
七
二
六)

以
前
の
古
来
よ
り
存
在
し
た
こ
と
が

判
明
し
、
「
史
料
九
」
に
お
い
て
福
井
猷
貞
は
、
「
浄
光
寺
」
が
別
当
寺
で

あ
っ
た
「
薬
師
堂(

別
名
「
押
入
の
薬
師
」
、「
大
江
り
の
薬
師
」
、「
鵜
の
森

の
薬
師
」)

」(

以
下
「(

大
房)

薬
師
堂
」
と
略
す)

(

45)

と
、
「
光
明
院
」

附
属
の
「
薬
師
堂
」
と
の
関
係
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
、「
①
ｂ
の
経
路
」
を
踏
ま
え
て
「(

大
房)

薬
師
堂
」
と
「
浄
光

寺
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
と
、「
①
ｂ
の
経
路
」
は
本
来
、「
押

立
堤
」
上
の
道
及
び
「
元
荒
川
」
が
、
南
南
東
よ
り
進
む
「
日
光
道
中
」

に
最
も
接
近
す
る
位
置
で
、
「
日
光
道
中
」
と
合
流
せ
ず
に
、
「
押
立
堤
」

上
の
道
を
北
北
西
へ
と
進
路
を
変
更
し
て
進
み
、
「(

大
房)

薬
師
堂
」
付

近
に
ま
で
続
い
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
大
同
二
年(

八
〇
七)

創
建
伝
承

を
持
つ
「(

大
房)

薬
師
堂
」
と
、
そ
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
「
浄
光
寺
」
の

関
係
が
確
認
で
き
る
の
は
、
慶
安
元
年(

一
六
四
八)

の
「
寺
領
朱
印
状
」

(
46)

が
最
古
で
あ
る
が
、「
薬
師
堂
領
」
と
し
て
記
載
さ
れ
た
「
寺
領
朱
印

状
」
に
は
、｢

任
先
規(

先
規
に
任
せ)

｣

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
慶
安

元
年(
一
六
四
八)

以
前
よ
り
寺
領
が
定
め
ら
て
い
た
こ
と
が
判
り
、
両
寺

の
関
係
が
中
世
に
ま
で
遡
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
定
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

昭
和
五
十
年(
一
九
七
五)

三
月
五
日
に
は
、「
浄
光
寺
」
本
堂
裏
の
墓
地
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造
成
地
か
ら
古
銭
が
出
土
し
、
そ
の
種
類
と
数
量
は
、
①
唐
の
「
開
通
元

宝
」
一
一
五
枚
、
②
北
宋
の
「
皇
宋
通
宝
」
一
二
八
枚
、
③
「
元
豊
通
宝
」

一
二
〇
枚
、
④
明
の
「
永
楽
通
宝
」
七
一
二
枚
な
ど
、
四
八
種
、
一
八
二

八
枚
で
あ
る
。
出
土
し
た
古
銭
の
鋳
造
年
代
の
下
限
は
、「
弘
治
通
宝
」(

一

五
〇
三
初
鋳)
で
あ
り
、
天
文
十
九
年(

(

一
五
五
〇)

に
、
北
条
氏
康
が
関

東
に
通
用
を
命
じ
た
「
永
楽
通
宝
」
が
、
全
体
の
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
六
世
紀
後
半
に
埋
蔵
さ
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
る(

47)

。

ま
た
、「
①
ｂ
の
経
路
」
で
あ
る
「
浄
光
寺
」
の
東
を
北
西
に
進
む
「
大

房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」
の
端
に
は
か
つ
て
、

永
禄
元
年(

一
五
五
八)

銘
の
「
二
十
一
仏
板
碑
」
が
あ
り
、
現
在
は
「
大

房
稲
荷
神
社
」
の
境
内
に
移
転
さ
れ
て
い
る(

48)

。
十
六
世
紀
後
半
に
埋

蔵
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
「
古
銭
の
出
土
」
は
、
そ
の
流
通
を
可
能

と
さ
せ
る
往
来
の
激
し
い
道
の
存
在
を
想
起
さ
せ
、
永
禄
元
年(

一
五
五

八)

銘
の
「
二
十
一
仏
板
碑
」
も
、
そ
こ
に
暮
ら
し
た
人
々
の
存
在
を
確
か

な
も
の
と
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
①
「
薬
師
堂
領
」
、｢

任
先
規｣

、
「
別
当
浄
光
寺
」
な
ど
が
記

載
さ
れ
た
慶
安
元
年(

一
六
四
八)

の
「
寺
領
朱
印
状
」
、
②
「
浄
光
寺
」
に

十
六
世
紀
後
半
に
埋
蔵
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
四
八
種
、
一
八
二
八
枚
の

古
銭
、
③
「
浄
光
寺
」
の
「
東
側
」
の
道
端
に
あ
っ
た
永
禄
元
年(

一
五
五

八)

銘
の
「
二
十
一
仏
板
碑
」
な
ど
か
ら
、
「(

大
房)

薬
師
堂
」
と
「
浄
光

寺
」
は
「
①
ｂ
の
経
路
」
を
経
て
結
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、

「
①
ｂ
の
経
路
」
に
よ
り
両
寺
の
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も

あ
る
。
さ
ら
に
、「
①
ｂ
の
経
路
」
の
大
半
を
占
め
る
「
大
房
道

辻
皿
沼

野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」
が
、「
光
明
院
」
の
す
ぐ
西
側
の
「
日

光
道
中
」
に
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
以
上
、
「(

大
房)

薬
師
堂
」
、「
浄
光
寺
」

及
び
「
光
明
院
」
附
属
の
「
薬
師
堂
」
の
三
つ
の
寺
院
の
関
係
も
今
後
の

課
題
と
な
ろ
う
。

本
稿
の
「
三
」
、「
四
」
、「
五
」
の
考
察
の
結
果
に
よ
り
、「
史
料
一
」
に

記
載
さ
れ
た
「
押
立
堤
」
へ
と
至
る
往
古
の
「
奥
州
道
」
の
経
路
は
、「
①

ｂ
の
経
路
」
が
最
も
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

六

「
下
総
往
還
通
」
、
別
名
「
庄
内
道
」
、
後
の
「
猿
島
街
道
」

「
越
ヶ
谷
町
」
の
「
中
町
横
町
」
よ
り
、
「
元
荒
川
」
を
渡
っ
た
後
に
、

「
大
沢
町
・
上
宿
（
上
組
）
」
の
「
日
光
道
中
」
よ
り
分
岐
す
る
「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」
へ
と
至
る
経
路
は
、
「
迅
速

測
図
」
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、「
史
料
一
」
に
記
載

さ
れ
た
往
古
の
「
奥
州
道
」
と
し
て
は
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
『
猫
の
爪
』
に
は
、
「
香
取
大
明
神(

神
社)

」
の
通
り
道
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
史
料
十
一
」

〔
前
略
〕
今
之
所
ニ
宮
居
在

来
候
、
尤
古
来
ハ
横
込(

49)

ヨ
リ
大
門
ま
て
通
り
道
有
之
由
申
伝
、

〔
後
略
〕(

50)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

「
史
料
十
一
」
の
記
載
に
よ
り
、
文
化
年
間(

一
八
〇
四
～
一
八
一
八)

よ
り
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
至
る
当
時
よ
り
古
来
に
は
、「
大
沢
町
・

横
シ
込
」
よ
り｢

大
沢
香
取
神
社｣

の
「
大
門
」
へ
と
「
通
り
道
」
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、「
①
ｂ
の
経
路
」
の
大
半
を
占
め
る
「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」
の
、
「
江
戸
」
方
向
へ
の
延

長
路
と
し
て
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

『
猫
の
爪
』
に
は
、「
横
シ
込
」
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
記
載
が
あ
る
。

「
史
料
十
二
」

一

横
シ
込
ハ
元
和
度
之
名
に
あ
ら
ず
、
往
古
ハ
横
道
筋
ハ
村
往
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還
通
也
、
寛
永
中
日
光
道
中
ニ
相
也
宿
場
相
闢
ヶ
、
高
畑
筋

之
内
へ
慶
安
年
中
葛
西
用
水
筋
御
堀
渡
有
之
候
而
ヨ
リ
、
村
内

下
総
往
還
通
ハ
、
却
而
日
光
道
ヨ
リ
横
道
ニ
成
、
新
堤
手
前
込

合
候
所
ゆ
へ
横
シ
込
と
云
、(

51)

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

「
史
料
十
二
」
の
記
載
に
よ
り
、
寛
永
年
間(

一
六
二
四
～
一
六
四
四)

以
前
の
往
古
に
は
、「
横
道
筋
」
が
当
時
の
「
大
沢
村
」(

52)

の
「
往
還
通
」

で
あ
り
、
且
つ
「
下
総
往
還
通(

別
名
「
庄
内
道
」
、
後
の
「
猿
島
街
道
」)

」

(

以
下
「
猿
島
街
道
」
と
略
す)

(

53)

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の

こ
と
は
、「
元
荒
川
」
の
前
身
で
あ
る
「
元
・
利
根
川
」
右
岸
跡
の
「
自
然

堤
防
」
上
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
高
畑
皿
沼
堤
上
通
」
は
、「
猿
島
街

道
」
の
古
道
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
対
岸
で
あ
る
「
元
・
利
根
川
」

左
岸
跡
の
「
自
然
堤
防
」
上
に
あ
っ
た
と
判
明
し
た
「
①
ｂ
の
経
路
」
も
、

往
古
の
「
奥
州
道
」
と
云
う
よ
り
、
同
じ
く
「
猿
島
街
道
」
の
古
道
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
く
、
ど
ち
ら
が
主
要
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

本
間
清
利
氏(

一
九
八
〇)

は
、『
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩(
上)

』
に
お
い
て
、

「
鷺
後
用
水(

逆
川)

」
の
造
成
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
鷺
後
用
水
路
は
寛
永
六
年(

一
六
二
九)

荒
川
流
路
の
和
田
吉
野

川(

入
間
川
筋)

へ
の
付
け
替
え
で
水
量
の
激
減
し
た
瓦
曾
根
溜
井
の

代
用
水
と
し
て
、
古
利
根
川
の
河
道
を
利
用
し
た
中
島
用
水(

後
の
葛

西
用
水)

が
開
発
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
造
成
さ
れ
た
中
島

用
水
路
の
一
流
路
で
あ
り
、
大
沢
地
蔵
橋
で
元
荒
川
と
合
流
し
瓦
曾

根
溜
井
に
導
流
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
鷺
後
用
水
路
は
、
も
と
の
荒
川

が
花
田
を
迂
回
し
て
流
れ
た
曲
流
路
よ
り
以
前
の
河
道
跡
で
あ
り
、

流
路
の
形
が
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
利
用
し
た
用
水
路
の
造

成
は
さ
ほ
ど
至
難
な
工
事
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。(

54)

本
間
氏
の
説
を
補
足
す
れ
ば
、
「
鷺
後
用
水(

逆
川)

」
の
造
成
は
、
「
元

荒
川
」
の
前
身
で
あ
る
「
元
・
利
根
川
」
の
河
道
跡
を
利
用
し
た
も
の
で
、

そ
の
河
道
跡
の
両
岸
の
「
自
然
堤
防
」
上
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
猿
島
街
道
」

の
古
道
が
存
在
し
、
河
道
跡
に
「
元
・
利
根
川
」
の
流
路
が
存
在
し
て
い

た
時
代
に
は
、
そ
の
流
路
を
挟
ん
で
左
岸
側
が
下
総
国
で
右
岸
側
が
武
蔵

国
で
あ
っ
た(

55)

。
ま
た
、「
鷺
後
用
水(

逆
川)

」
の
造
成
以
後
に
架
け
ら

れ
た
「
地
蔵
橋
」(

56)

よ
り
「
日
光
道
中
」
方
向
へ
と
至
る
「
猿
島
街
道
」

は
、
古
道
で
は
な
く
新
し
く
造
成
さ
れ
た
道
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
①
「
押
立
堤
」
の
所
在
地
、
②
「
押
立
堤
」
へ
と
至
る
往

古
の
「
奥
州
道
」
の
経
路
、
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
結
果
、
①
は
完
全

に
、
②
は
部
分
的
に
判
明
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
「
史
料
一
」
に
記
載
さ
れ
た
「
押
立
堤
」
は
、
現
在
の
北
越
谷
五
丁
目

の
「
西
端
」
に
、「
東
側
」
に
湾
曲
し
な
が
ら
続
く
「
元
荒
川
」
左
岸
の

堤
防
で
あ
っ
た
。

②
「
史
料
一
」
に
記
載
さ
れ
た
「
押
立
堤
」
へ
と
至
る
往
古
の
「
奥
州
道
」

の
経
路
は
、
「
大
沢
町
・
上
宿
（
上
組
）
」
の
「
日
光
道
中
」
よ
り
分
岐

す
る
「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」
を
通
り
、

そ
の
道
は
、
北
越
谷
地
区
で
最
も
古
い
「
河
畔
砂
丘
」
で
あ
る
「
北
越

谷
河
畔
砂
丘
Ⅰ
」
よ
り
続
く
「
元
・
利
根
川
」
左
岸
跡
の
「
自
然
堤
防
」

上
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
経
路
に
よ
り
「(

大
房)

薬
師
堂
」
と
、
そ

の
別
当
寺
で
あ
っ
た
「
浄
光
寺
」
は
結
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

追
記

「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」
の
終
焉

明
治
三
十
年(

一
八
九
七)

に
な
る
と
、
当
時
「
越
ヶ
谷
町
外
一
ヶ
町
組

合
」
町
長
で
あ
っ
た
「
か
し
わ
や
」
の
当
主
松
沢
久
次
郎
は
、「
東
武
鉄
道
」

線
路
敷
設
に
つ
い
て
の
請
願
書
を
、
関
係
町
村
の
代
表
者
と
連
名
で
内
務
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省
に
提
出
し(

57)

、
さ
ら
に
、
開
業
時
の
「
東
武
鉄
道
」
の
駅
を
誘
致
す

る
た
め
に
、
「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」
沿

い
に
所
有
し
て
い
た
自
ら
の
土
地
を
含
む
多
く
の
土
地
を
、
「
東
武
鉄
道
」

に
対
し
て
寄
附
を
行
っ
た(

58)

。
明
治
三
十
二
年(

一
八
九
九)

八
月
二
十

七
日
、
そ
の
寄
附
行
為
は
結
実
し
、
「
東
武
鉄
道(

現
・
東
武
鉄
道
伊
勢
崎

線)

」
の
「
越
ヶ
谷
駅(

後
に
「
武
州
大
沢
駅
」
を
経
て
「
北
越
谷
駅
」)

」

が
開
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
皮
肉
に
も
「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名

「
大
房
村
浄
光
新
道
」
と
、
「
東
武
鉄
道
」
の
線
路
が
交
差
す
る
位
置
が
、

開
設
さ
れ
た
「
駅
」
に
近
過
ぎ
た
た
め
に
、
道
は
線
路
を
挟
ん
で
事
実
上

東
西
に
分
断
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た(

59)

。
こ
の
時
点
で
、「
大

房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新
道
」
の
「
往
来
」
と
し
て

の
役
割
は
完
全
に
終
焉
し
、
往
古
の
「
奥
州
道
」
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
栄
光
の
歴
史
を
も
含
め
て
、
や
が
て
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

脚
注

(

1)

福
井
猷
貞
『
越
ヶ
谷
瓜
の
蔓
』
『
越
谷
市
史
』
第
四
巻

史
料
二
、

一
九
七
二
、
四
三
～
七
八
頁
。

(

2)

福
井
猷
貞
『
大
沢
猫
の
爪
』
『
越
谷
市
史
』
第
四
巻

史
料
二
、

一
九
七
二
、
七
九
～
一
二
四
頁
。

(

3)

越
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
越
谷
市
史
』
第
四
巻

史
料
二
、

(

「
史
料
解
説
」)

、
一
九
七
二
、
三
～
十
頁
。

(

4)

福
井
、
前
掲
書
注(

1)

、
四
五
頁
。

(

5)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
四
頁
。

(

6)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
二
頁
。

(

7)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
九
五
～
一
〇
一
頁
。

江
沢
昭
融
『
大
沢
町
古
馬
筥
』
『
越
谷
市
史
』
第
四
巻

史
料
二
、

一
九
七
二
、
一
四
八
頁
。

(

8)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
九
六
・
九
八
頁
。

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
五
一
頁
。

(

9)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
七
・
九
六
頁
。

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
六
五
頁
。

(

10)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
九
一
～
九
八
頁
。

「
大
略
元
禄
八
御
検
地
名
所
上
ニ
記
、
其
片
書
ニ
ハ
元
和
・
寛
文
之

名
所
書
添
、
文
化
九
申
所
持
之
名
を
記
ス
、
」

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

と
い
う
記
載
が
あ
っ
た
後
に
、
「
屋
敷
割
絵
図
」
が
描
か
れ
る
。

(

11)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
三
頁
。

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
四
六
頁
。

(

12)

越
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
越
谷
市
史
』
第
二
巻

通
史
下
、

一
九
七
七
、
一
一
二
七
頁
。

「
大
沢
・
大
房
地
区
の
住
居
表
示
が
変
更
さ
れ
る
」

(

13)

越
谷
市
北
越
谷
地
区
自
治
会
連
合
会
編

『
越
谷
市
北
越
谷
地
区
自
治
会
連
合
会
創
立
十
周
年
記
念
誌
』
、

一
九
八
五
、
四
二
・
四
三
頁
。

久
伊
豆
神
社
奉
仕
会
広
報
委
員
会
編
「
稲
荷
神
社
」
、『
越
谷
の
神
社
』
、

二
〇
〇
二
、
一
七
二
～
一
七
五
頁
。

(

14)

「
押
立
組
」
の
呼
称
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
の
「
大
房
村
」
の
鎮
守

で
あ
っ
た
「
大
房
稲
荷
神
社
」
の
氏
子
の
方
の
証
言
で
は
、「
押
立(

お

っ
た
て)

組
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

(
15)

平
社
定
夫
・
佐
藤
和
平
『
中
川
水
系

Ⅰ
総
論
・
Ⅱ
自
然
』
、
埼
玉
県
、

一
九
九
三
、
九
三
頁
。

(

16)

平
社
・
佐
藤
、
前
掲
書
注(

15)

、
八
五
頁
。

(

17)

平
社
・
佐
藤
、
前
掲
書
注(

15)

、
八
二
頁
。

(

18)

秦
野
秀
明
「
越
谷
市
内
を
流
れ
る
元
荒
川
は
元
・
利
根
川
だ
っ
た
」
、

『
古
志
賀
谷
』
、
一
五
号
、
二
〇
〇
九
、
一
〇
六
～
一
〇
九
頁
。
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(
19)

国
土
交
通
省

国
土
地
理
院

空
中
写
真

(

一
九
四
七
・
一
〇
・
二
三
撮
影)

一
二
九
番
。

(

20)
江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
三
六
頁
。

(

21)

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
五
六
～
一
五
八
頁
。

高
崎
力
「
大
沢
の
七
ツ
池
」
、
『
古
志
賀
谷
』
、
一
四
号
、
二
〇
〇
七
、

八
三
・
八
四
頁
。

(

22)

『
浅
間
太
神
由
来
』(

旧
「
荒
井
家
」
蔵
、
二
〇
一
一
現
在
、
焼
失)

『
越
谷
市
史
』
第
三
巻

史
料
一
、
一
九
七
三
、
九
二
八
頁
。

(

23)

本
間
清
利
『
越
谷
市
史
』
第
一
巻

通
史
上
、
一
九
七
七
、

三
六
三
～
三
九
一
頁
。

加
藤
幸
一
「
元
荒
川(

南
荻
島)
出
土
の
板
碑
群
」
、
一
九
八
八
。

(

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

越
谷
市
郷
土
研
究
会
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
所
収
。)

h
t
t
p
:
/
/
b
c
3
4
5
6
d
e
.
s
a
k
u
r
a
.
n
e
.
j
p
/
1
9
6
.
p
d
f
(
2
0
1
1
.
0
5
.
2

入
手)

本
間
氏
、
加
藤
氏
と
も
に
、
出
土
し
た
板
碑
群
に
関
し
て
①
自
然
埋

没
説
、
②
人
為
的
埋
没
説
、
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
の
判
断
を
保
留
さ

れ
て
い
る
。

(

24)

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
二
百
六

埼
玉
郡
之
八

新
方
領

(

復
刻
版

蘆
田
伊
人
編
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
第
十
巻
、

雄
山
閣
、
一
九
六
三
、
一
七
六
頁
。)

(

25)

前
掲
書(

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』)

注(

24)

、
一
七
六
頁
。

(

26)

友
次

英
樹
『
増
補
版

土
地
台
帳
の
沿
革
と
読
み
方
』
、

日
本
加
除
出
版
、
二
〇
〇
七
、
六
六
頁
。

明
治
九
年
五
月
一
八
日
内
務
省
議
定
・「
地
所
名
称
区
別
細
目
」
に
よ

れ
ば
、「
堤
塘
」
は
「
土
石
等
ヲ
以
て
築
キ
水
ノ
流
溢
を
壅
遏
ス
ル
モ

ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

(

27)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
二
頁
。

(

28)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
三
頁
。

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
四
七
頁
。

(

29)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
四
頁
。

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
五
三
・
一
五
四
頁
。

(

30)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
三
頁
。

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
四
六
頁
。

(

31)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
三
頁
。
後
注(

32)

と
同
じ
。

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
四
六
頁
。
後
注(

33)

と
同
じ
。

(

32)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
三
頁
。
前
注(

31)

と
同
じ
。

(

33)

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
四
六
頁
。
前
注(

31)

と
同
じ
。

(

34)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
九
六
・
九
八
頁
。

(

35)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
九
六
・
九
八
頁
。

(

36)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
九
六
・
九
八
頁
。

(

37)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
九
八
頁
。

(

38)

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
五
三
頁
。

(

39)

「
覚
宝
院
」
江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
四
一
頁
。

「
竜
宝
院
」
福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
九
一
頁

(

40)

「
旧
土
地
台
帳
」
に
明
記
。

(

41)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
八
頁
。
後
注(

50)

と
同
じ
。

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
三
三
・
一
三
四
頁
。

(

42)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
八
・
八
九
頁
。
後
注(

43)

と
同
じ
。

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
四
〇
頁
。
後
注(

44)

と
同
じ
。

(

43)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
八
・
八
九
頁
。
前
注(

42)

と
同
じ
。

(

44)

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
四
〇
頁
。
前
注(

42)

と
同
じ
。

(
45)

前
掲
書(

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』)

注(

24)

、
一
七
六
・
一
七
七
頁
。

「
相
伝
へ
て
大
同
二
年
飛
騨
工
が
一
夜
に
建
立
せ
し
と
云

さ
は
あ

れ
一
夜
に
建
し
な
ど
、
妄
誕
論
を
ま
た
ず
、
古
よ
り
の
像
は
先
年

賊
の
た
め
に
失
ひ
し
か
ば
、
今
の
像
を
安
ぜ
り
、
此
薬
師
を
押
入

の
薬
師
と
唱
ふ
、
其
義
は
知
ら
ず
、
慶
安
二
年
五
石
の
御
朱
印
を

賜
へ
り
、
浄
光
寺
持
ち
、
」
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と
い
う
「
薬
師
堂
」
の
記
載
が
あ
る
。

石
橋
武
之
編
『
浄
光
寺
つ
れ
づ
れ
』
、
二
〇
〇
二
、

一
三
八
～
一
四
〇
頁
。

平
成
二
年(

一
九
九
〇)

に
「
薬
師
堂
」
の
境
内
地
を
売
却
し
て
、
新

た
に
「
浄
光
寺
」
の
境
内
地
に
「
薬
師
堂
」
、
「
五
智
如
来
堂
」
等
を

建
立
し
た
。

(

46)

『
大
房
浄
光
寺

寺
領
朱
印
状
』(

「
浄
光
寺
」
蔵)

『
越
谷
市
史
』
第
三
巻

史
料
一
、
一
九
七
三
、
八
六
九
頁
。

(

47)

杉
田
政
男
「
北
越
谷
浄
光
寺
の
埋
蔵
古
銭
」
、
越
谷
市
史
編
さ
ん
室
編

『
越
谷
の
歴
史
物
語
』
、
一
九
八
〇
、
一
五
～
一
七
頁
。

(

48)

越
谷
市
史
編
さ
ん
室
編
『
越
谷
市
金
石
資
料
集
』
、
一
九
六
九
、

五
七
頁
。

七
二

永
禄
元
年(

一
五
五
八)

二
十
一
仏

(

１)

大
房
浄
光
寺
道
路
端

(

２)

高
一
三
〇
㎝
・
幅
五
〇
㎝

(

３)

現
在
北
越
谷
稲
荷
神
社
に
存
す
。

□
□
供
養
。
下
部
に
人
名
あ
り

本
間
、
前
掲
書
注(

23)

、
三
六
三
～
三
九
一
頁
。

所
在
地
と
し
て
、
「
浄
光
寺
東
側
」
の
記
載
が
あ
る(

三
七
八
頁)

。
(

49)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
二
頁
。
後
注(

51)

と
同
じ
。

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
四
七
頁
。

(

50)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
八
頁
。
前
注(

41)

と
同
じ
。

(

51)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
二
頁
。
前
注(

49)

と
同
じ
。

(

52)

福
井
、
前
掲
書
注(

2)

、
八
一
頁
。

「
大
沢
町
之
義
承
応
以
前
大
沢
村
と
唱
、
越
ヶ
谷
へ
助
合
伝
馬

相
勤
申
候
、
承
応
二
年
ヨ
リ
大
沢
町
と
唱
来
申
候
、
」

(

太
字
・
カ
タ
カ
ナ
筆
者)

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
三
一
・
一
三
二
頁
。

(

53)

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
五
二
頁
。
後
注(

56)

と
同
じ
。

(

54)
(

本
間
清
利)

、
越
谷
市
史
編
さ
ん
室
編
『
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩(

上)

』
、

一
九
八
〇
、
一
〇
四
頁
。

(

55)

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
三
四
頁
。

「
大
沢
町
」
の
元
郷
で
あ
っ
た
「
鷺
後
」
、
「
高
畑
」
の
う
ち
で
、
武

蔵
国
側
で
あ
っ
た
「
元
・
利
根
川
」
右
岸
の
「
高
畑
」
で
は
な
く
、

下
総
国
側
で
あ
っ
た
「
元
・
利
根
川
」
左
岸
の
「
鷺
後
」
に
、「
香
取

神
社
」
が
勧
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

(

56)

江
沢
、
前
掲
書
注(

7)

、
一
五
二
頁
。
前
注(

53)

と
同
じ
。

(

57)

「
明
治
三
十
年
六
月

「
東
武
鉄
道
線
路
敷
設
に
付
請
願
書
」

(

『
土
木
部
特
許
事
業
』
「
埼
玉
県
立
文
書
館
」
蔵)

越
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
越
谷
市
史
』
第
五
巻

史
料
三
、

一
九
七
四
、
二
〇
六
・
二
〇
七
頁
。

(

58)

「
旧
土
地
台
帳
」
に
明
記
。

(

59)

昭
和
四
十
六
年(

一
九
七
一)

五
月
三
十
一
日
以
前
ま
で
、
越
谷
市
大

沢
三
丁
目
三
番
地
付
近
と
、
北
越
谷
二
丁
目
十
九
番
地
付
近
を
連
絡

す
る
、
「
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
」
の
「
第
四
種
踏
切(

踏
切
警
報
機
や

遮
断
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い)

」
が
存
在
し
た(

「
営
団
地
下
鉄

(

現
・
東
京
地
下
鉄)

日
比
谷
線
」
の
八
両
編
成
化
の
た
め
、「
北
越
谷

駅
」
の
島
式
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
北
千
住
駅
方
面
へ
の
延
長
が
な
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
い
廃
止
さ
れ
る)

。
筆
者
は
当
初
、
「
東
武
鉄
道
」
が

開
通
す
る
前
の
「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄
光
新

道
」
の
最
南
端
地
点
を
、
廃
止
さ
れ
た
「
第
四
種
踏
切
」
の
位
置
と

考
え
て
い
た
が
、
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
加
藤
幸
一
氏
よ
り
ご
指
摘

を
頂
き
、
廃
止
さ
れ
た
「
第
四
種
踏
切
」
の
位
置
よ
り
北
北
西
に
約

五
〇
ｍ
の
地
点
で
、
「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大
房
村
浄

光
新
道
」
が
、
北
東
よ
り
南
西
へ
と
進
ん
で
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
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「

迅
速
測
図
」
よ
り
割
り
出
し
た
「
大
房
道

辻
皿
沼
野
道
」
、
別
名
「
大

房
村
浄
光
新
道
」
の
「
緯
度
経
度(

「
北
緯
」
及
び
「
東
経
」)

」
。

(

平
成
一
四
年(
二
〇
〇
二)

九
月
一
日
測
地
法
改
正
に
よ
る
世
界
測
地
系

に
基
づ
く
値)

①
「
日
光
道
中
・
江
戸
方
向
」
よ
り
の
分
岐
点(

「
秦
野
薬
局
」
南
南
東
端

付
近)

北
緯
三
五
度
五
四
分
五
秒

東
経
一
三
九
度
四
六
分
五
三
秒

②
「
大
房
道
」
沿
い
の
「
旧
・
覚
宝
院
」
南
西
端

北
緯
三
五
度
五
四
分
三
秒

東
経
一
三
九
度
四
六
分
五
〇
秒

③
「
大
房
道
」
の
最
南
端

北
緯
三
五
度
五
四
分
二
秒

東
経
一
三
九
度
四
六
分
四
七
秒

④
「
大
房
道
」
の
旧
・
大
沢
町
と
旧
・
大
房
村
の
境
界

北
緯
三
五
度
五
四
分
四
秒

東
経
一
三
九
度
四
六
分
三
八
秒

⑤
「
日
光
道
中
・
日
光
方
向
」
よ
り
の
分
岐
点

北
緯
三
五
度
五
四
分
二
五
秒

東
経
一
三
九
度
四
六
分
四
五
秒

番
外

今
は
な
き
「
内
池
」
の
最
北
端

北
緯
三
五
度
五
四
分
三
秒

東
経
一
三
九
度
四
七
分
一
秒

「越谷市と松伏町の河畔砂丘と周辺の地形」

平社定夫・佐藤和平『中川水系 Ⅰ総論・Ⅱ自然』

埼玉県、１９９３、９４頁


